新版 情報B　年間指導計画例

　教科書の流れに沿った年間指導計画(案）

	月
	章・節

［配当時間］
	項　　目
	学　習　内　容
	実習等

	４月

５

月


	１章　情報社会とコンピュータ[８]

１節　情報社会に生きるわたしたち(2)

２節　問題解決とコンピュータの活用(6)

	1 情報化の進む社会

2 情報社会とわたしたちの生活

1 問題解決とその特徴

2 問題解決における情報処理
3 人間とコンピュータの可能性

4 問題解決の流れと手順

【演習】
	○情報社会の特徴と情報化の進む社会における生活のあり方

　　

○情報技術の進展が生活に及ぼす影響

○情報社会における身近な問題と問題解決の特徴

○問題解決のためのコンピュータ利用方法

○人間とコンピュータの可能性

○人間とコンピュータによる情報処理の長所と短所

○問題解決の基本的な流れと身近な問題解決

○問題解決実習　
	[調査]インターネットの利用 [討論]社会の情報化
[考察]情報技術の進展と生活の変化

[考察]問題の例

[調査]情報処理の例  [調査]トレードオフ

[討論]コンピュータの特徴

[考察]問題解決の例とその特徴・評価

[実習]問題解決

	６月

７月

９月


	２章　コンピュータのしくみと働き[20]
１節　コンピュータにおける情報の表現(8)

２節　コンピュータを利用した情報処理(10)

３節　コンピュータ利用の工夫(2)


	1 情報の表現と情報量

2 情報のディジタル化

1 コンピュータの機能と構成

2 アルゴリズムと簡単なプログラミング

1 データ処理の工夫

2 データ収集と集計の工夫

【演習】
	○アナログからディジタルへの変換　

○数値，文字，音，画像のディジタル化　

○情報量の表現方法　

　

　

○人間とコンピュータの機能　

　

○コンピュータの内部の働き

○情報処理の基本構造とアルゴリズム

○並べかえと探索のアルゴリズム

○コンピュータによるデータ処理の工夫

○データ収集と集計の工夫


	[実習]情報の劣化
[実習]ビット
[調査]記録媒体

[実習]２進数と10進数[実習]２進数の計算　[実習]補数 [実習]文字コード
[実習]音のディジタル化　[実習]画像のディジタル化 [実習]データの圧縮
[考察]コンピュータの各機能と人間 [調査]コンピュータの主な装置
[考察]コンピュータの内部の動き [調査]ソフトウェアについて

[実習]簡単なアルゴリズム [実習]簡単なプログラム

[実習]選択ソートと交換ソート [実習]順次探索と二分探索

[実習]アンケート調査の集計と工夫 [調査]ソートのアルゴリズム
[実習]文中で特定な文字列の個数を求めるアルゴリズム

	月

	章・節

［配当時間］
	項　　目
	学　習　内　容
	実習等

	10

月


	３章　問題のモデル化とコンピュータの活用[14]
１節　モデル化とシミュレーション(4)


	1 モデルの役割と問題のモデル化

2 シミュレーションの役割と結果


	○モデルの役割とモデル化の方法

　

　

○シミュレーションの役割と留意点

　
	[調査]ハードウェアモデルとソフトウェアモデル [考察]問題のモデル化
[調査]コンピュータシミュレーション 

[考察]シミュレーションの限界

	
	２節　シミュレーションによる問題の解決(10)
	1 結果がはじめの条件で決まる現象

2 結果が偶然によって決まる現象

【演習】
	○確定的な現象の中の離散的な変化をともなう現象のコンピュータシミュレーション

○確定的な現象の中の連続的な変化をともなうコンピュータシミュレーション　

○乱数を利用した確率的な現象のコンピュータシミュレーション

　

　
　


	[実習]貯金箱のお金　[実習]毎月の返済
[実習]雨の落下速度

[実習]コイン投げ 

[考察]偶然の中にひそむ規則性

[実習]ランダムな並べかえ
[実習]席がえ

[調査]表計算ソフトウェアにおけるプログラムの利用方法

[実習]例題や実習例のプログラム化

	11

月

12月

１月


	４章　情報の蓄積・管理とデータベース[14]
１節　情報の検索と蓄積・管理(4)

２節　データベースの作成(10)


	1 情報検索

2 検索エンジンによる情報検索

3 情報の蓄積

4 表計算ソフトウェアとデータベース管理システム

1 関係型データベースの機能・構造と基本的なデータ処理

2 関係型データベースの作成

	○情報検索手段の特徴と情報の蓄積・整理の必要性

　

○インターネット上の検索エンジンの特徴と検索方法

○情報の収集・作成と蓄積・整理の工夫

○データベースの概念と設計方法

○表計算ソフトウェアのデータベース機能と，データベース管理システムの概要

　

○関係型データベースの概要と基本的なデータ処理

○関係型データベースの作成の流れと設計

　
	[実習]電子辞書の活用[実習]情報検索システムの活用

[実習]キーワード検索とカテゴリ検索

[実習]検索条件
[実習]情報整理の工夫

[実習]表計算ソフトウェアのデータベース機能

[調査]表計算ソフトウェアとデータベース管理システムの特徴

[実習]テーブルの作成と選択・射影・選択

[実習]関係型データベースの設計

	月

	章・節

［配当時間］
	項　　目
	学　習　内　容
	実習等

	２月


	５章　情報技術の進展と社会の影響[14]
１節　情報技術の進展(8)


	1 情報技術とその進歩

2 情報技術の実際

3 情報技術とわたしたち


	○情報伝達の歴史

○情報技術及び情報通信機器を利用した情報伝達とその進展

○計測・制御の技術と情報通信技術

　

○インターネットを支える技術

○情報技術の導入による安全性や信頼性，使いやすさ

　
	[調査]センサ

[実習]計測・制御

[調査]LANの利点と問題点

[調査]インターネットへの接続方法の特徴

[実習]暗号文
[調査]共通暗号方式・公開暗号方式・電子署名

[調査]便利なユーザ・インタフェース

	３月


	２節　情報社会の進展が社会に及ぼす影響(6)


	1 情報社会の問題点

2 情報社会とわたしたち

【演習】


	○情報社会の光と影，問題点の対処法

　

○情報技術と社会との望ましいあり方

　

○調査と討論

　
	[調査]コンピュータ犯罪 [調査]情報モラル [考察]不正アクセス行為と防止

[調査]個人情報の漏えいと保護 [実習]著作物の取り扱い

[調査]情報操作の問題点

[考察]情報の真偽

[討論]例「著作権保護の期間」「インターネットを利用した学習」
[実習]例「情報社会とは」「情報産業の発展」


	
	合計　　　　　　　70
	
	
	


※「モデル化とシミュレーション」及び「情報の蓄積・管理とデータベースの活用」については，基本的な考え方は必ず扱うが，実習については，生徒の実態等に応じ，いずれかを選択して扱うことができる。
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